





























































































3wel･formedproblcrzvの粗 いについては､その形式的帝政へ 一般化､計井鞠 的帝政いなどが人工知能以外の情報科学の分野で取り上
げられている｡















































































の領域 -3≦3≦3,-2≦ 3;≦2忙おける流れについて考えてみよう｡図 1(a)紘(1)式のこの領域におけるベクt.
ル坊､同図(b)はPSx2NLがこの領域の推れを解析するために描いたものである｡
線分字号 と交わる軌道たちは､この線分上の点を折線訂百雷 上の点に遵擁的に写像するが､ このことは流れ写
像によって､
i2,2:宇百 一百百雷
-t育改良される｡ただし､ 転 2は雷電 と百百万 に挟まれた軌道の区間の集まりにつけたラベルである｡領域MGCD
内の流れ42は､このような洗れの和として次のように表現する｡
¢2= ¢2,1:研 一訂好 ⑳毎 :宇百一 百百万 ⑳42,3:Y-QP
⑳42,4･有言-育了⑳転5･.百7-ア戸⑳転6･.万雷 -了首
領城ABGMについても同様に､
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図 3:凹接点と凸接点
となる (図2(b)参照)｡これは¢1(Q)4･10¢2(F)と交わる極限閉軌道が少なくとも存在し､線分F百 と交わる軌道
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上に拡輩することが今後の諌態である｡そのためには､高次元の幾何学的対象の表現形式 とそれに基づく推論法の
間塔と､計算丑の問題を解決する必要がある｡
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